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単元ごとに振り返るStep3授業ごとにまとめを記入するStep2

授業の終わりに時間を取り、表の中に今日の授業の振り返りを記入するよう伝えます。 単元の学習がすべて終了したら、蓄積してきた振り返りを見返して、大事だと思ったことに線を
引いたり、さらに気付いたことを付せんに書き込んだりしながら、単元の学びを改めて振り返り、
「単元のまとめ」を記入します。

まとめに何を書くか迷って手が止まっている子どもがいる場合は、周囲の子どものまとめを参考に
してみるよう促すとよいでしょう。
また、子どもの振り返りから、次の授業の組み立てや、子どもへの働きかけをどのようにするか検討
することで、より子どもの状況に応じた授業を行うことができます。

単元を通してクラス全員の振り返りが 1 つのファイルで閲覧できることで、教員が子どもの学びを
把握しやすいだけでなく、子ども自身も他の子どもの意見を参考にしながら単元を通した自分の学
びの足跡を確認でき、振り返りの質向上を促すことができます。

　     コメント機能で、子ども同士でお互いのまとめに対し意見や
感想を述べ、学びを深めていくこともできます。

Tips

▼蓄積してきた振り返りに線を
引き、気付きを書き込む ▼単元を通した学びを整理し、記入する

タイマー機能を用いて、「授業の最後の5分」
等、時間を決めて記入させることで、集中して
取り組ませることができます。

Tips

   ポイント
学習の

   ポイント
学習の
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学年内で、どのクラスが何のテーマで情報収集を行い地図づくりをするのか相談します。
Google マップ等から地図をスクリーンショットし画像として保存し、       マークの中にある
その他のメディアから、地図の画像を挿入します。
      テキストツールや     　 図形ツールを使って、タイトルや各クラスの調査テーマを記載し
ます。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを Google Classroom で子どもに共有します。

このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

実践

3
活動の準備Step1

授業はクラスで行うことが多いですが、クラスや学年を超えて協働
的に学習に取り組むことで、より広く情報収集ができたり、多面的・
多角的に捉えたりすることができるようになります。FigJam ボード
上は無限キャンバスなので、1 つのファイルにクラスや学年を超え
て情報を蓄積することができ、さまざまな視点を得る学習が可能
となります。

クラスを超えて
協働する

総合的な学習の時間 身近な地域について学年全体で調べた例

有

識者
のコメント

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

防災や交通安全等、自分たちの生活にも活
きる、かつ、普段は着目していないような角
度で町を見つめることができる視点をテーマ
として設定することで、より深い学びを実施
することができます。

▼各クラスのテーマが書かれたマップを準備

PDF閲覧の方はタップできます

   ポイント
学習の
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自分なりの地図を作成するStep3情報を収集するStep2

他のクラスが調べた「防災・交通安全・不審者」の観点の情報も統合しながら、子ども 1 人ひとり
が自分なりの地図をつくれるようなテーマを新たに設定します。（例：新入生のための安全マップ
をつくる）
子どもはテーマにそって、全クラスのマップをもとに FigJam ボード上で「防災・交通安全・不審
者」の観点から安全について考え、マップを作成します。

教員から、この授業の目的（例：自分たちが安心・安全に暮らせる町にするにはどうすればよいか
を考える）を伝えます。そして、クラスごとのテーマに分かれながら、各自の端末で通学路の写真
を撮って調査することを伝えます。
子どもたちはクラスごとに情報を収集し、      コメント機能を使い、調べたことを記入したり、
撮影した写真を添付したりしていきます。

通学路が近い人同士で集まりながら
フィールドワークをすることで、それぞれ
違う視点でいつも通っている道を見てい
ることに気付くこともできます。

コメントを記入するとき、         から
画像を添付することもできます。

Tips

▼子ども 1 人ひとりがマップを作成

   ポイント
学習の
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テンプレートの公開をクリックテンプレートを公開を選択

このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

実践

4
活動の準備Step1

有

識者
のコメント

デジタル上でさまざまな学びの蓄積がされているものの、教科を超
えた学びを統合する場はなかなかありませんでした。FigJam では
無限キャンバスのよさを活かし、各教科の学びを 1 枚の絵にして
いくことができます。自分が 1 年を通して学んだことを振り返ること
ができる、学びマップのような位置づけになります。また、試験前の
振り返りノートとしても活用することができ便利です。

教科を超えて
学びを深める

教科横断  個人で各教科の学びを蓄積した例

         図形ツールで教科名を横に並べ、単元のまとめを記入できる枠を       セクションツール
と       テーブルツールで作成します。また、一番上に教科を横断した「今学期の目標」、「今学
期の振り返り」の欄を作成します。これで子ども 1 人分の「学びマップ」のテンプレートは完成
なので、子どもたちがテンプレートを利用できるように、　　  共有から、テンプレートの共有
を行います。

テンプレートとして組織に公開するために
は、ファイルが下書きではなく、チーム内に
入っている必要があります。クラスで使用し
ているチーム内に「学びマップ」のプロジェク
トを作成しておき、そこにテンプレートのもと
となる原本を置いておくことがおすすめです。
（ P.17 参照）

Tips

▼学びマップテンプレートの作成

PDF閲覧の方はタップできます

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！
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各教科の単元のまとめを蓄積するStep3子どもそれぞれのファイルをつくるStep2

授業のはじめに、「今学期の目標」を記入します。
それ以降は、各教科の単元が終わるタイミングで、子どもは、「学びマップ」に単元で学んだ
まとめを記載します。手書きのメモを加えたり、画像等を挿入したりしながら子どもが自由に
まとめていきます。単元を通して使った Google Workspace のファイルのリンクを挿入して
おくことで、いつでも学びにアクセスすることができます。
学期の終わりに、最初に書いた「今学期の目標」と、単元ごとに書かれた内容を見返し、自分
がどうであったかを「今学期の振り返り」に記入します。

教員は、子どもたちにそれぞれの「学びマップ」のファイルを置いてもらうためのプロジェクト
を作成します。（P.17 参照）
子どもは、教員から指定された「学びマップ」のプロジェクトにアクセスします。プロジェクト内
で                   をクリックし、FigJam ボードを新規に作成します。

「今後調べていきたいこと」にはスタンプ、「忘
れたくない大事なこと」にはステッカーを貼る
等、子ども 1 人ひとりが自分なりの創意工夫
をすると、より「学びマップ」に愛着がわき、今
後も振り返りがしやすくなります。
※ステッカーは         マークのステッカーより
挿入できます。

Tips

まとめを行う際に迷っている子どもがいる場合は、最初は教員が振り返りの
見本を示し支援をしましょう。

新規でFigJamボードを開いたら、左上の       テンプレートボタンを選択し、自分の所属するド
メイン（例：〇〇市）を選択後、自分のチーム（例：○○小学校 5 年 1 組）のテンプレートを選
択します。選択すると、 Step 1 で公開した「学びマップ」が出てくるので、それを選択し、
FigJam ボードの中に取り込みます。

▼FigJam ボードを開く

▼テンプレートボタンを選択 ▼自分のドメインからチームを探し、テンプレートを追加

▼テンプレートが FigJam ボードに取り込まれる

   ポイント
学習の
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聴く人か…そういえば
国語の授業で習ったかも！

他の授業に活かすStep4

単元のまとめを振り返ったシートを他の授業に活かしていきます。
例えば、総合的な学習の時間に子どもたちは「もっと知りたいこと」や「興味をもったこと」を「学
びマップ」から探し、それをもとに、課題を設定することが可能です。
また、設定した課題に対し、アンケートを取りたい場合は、算数で学習した表やグラフの知識を
使ったり、発表時には国語で学習した話し方の技能を参考にすることができます。

「総合的な学習の時間」だけでなく、例えば「算数で平均の求め方を習ったから、体育の幅跳びで
クラスの平均を求めてみる」等、これまでの学びを他の授業に活かすことも可能です。
また、授業に活かすのみでなく、子どもたちの試験前の振り返りノートとしても活用することができ
ます。振り返る中でさらに気付いたことがあれば追記をし、学びの宝箱として「学びマップ」を拡充し
ていきましょう。

まずは課題設定をしましょう！
「学びマップ」も参考にしてみよう

そういえば、古墳について
気になってたんだ！
課題はこれをもとに考えよう！

次回はいよいよ発表です！
聴く人に伝わるように発表しましょう！

あった！ 聴く人を意識して
情報を出すタイミングを
考えるとよさそうだな

▼例 ２ ： 総合的な学習の時間の発表時に、国語の「話す・聴くこと」の学びを活かす

▼例 1 ： 総合的な学習の時間の課題設定に活かす

   ポイント
学習の

6362



画面に表示される手順に従い設定し、
右上の保存をクリック

3.

Figma 社への申請Step1

無料 Figma アカウントの作成

右記の URLから、Figmaにアクセス

無料で始めるを選択

Google で続行をクリックし、組織のメールアドレスでログイン

個人情報フォームに、利用シーンなど最も適した回答を入力

無料で始めるをクリックし、スターターチームを選択

FigJam ファイルを開くを選択

右記の URLから、教育ステータスを確認

3.
4.
5.

6.
7.

2.
1.

申請フォームへの記入

　FigJam は Figma 社が提供する製品で、学校向けに無料で提供されます。申し込みは 

Google Workspase for Education 同様に教育委員会が行います。 設定は、次の 3Step で
実施できますので、手順に沿って手続きをお願いします。

　FigJamの利用には、提供元の Figma社への申請が必要です。
　申請は教育委員会など、Google Workspace の特権管理者アカウントをお持ちの方が代表
して行うようお願いします。

※教育ステータスを確認しない場合、アップグレードを促すメールが送られてきます。これらのメッセージは無視してください。

　組織の管理者として、 Google Workspace を通じて FigJam のライセンスを有効にする前に、無料の Figma 
アカウントが必要です。下記手順でアカウントの作成をお願いします。
※組織のドメインに関連付けられている Figma アカウントを既にお持ちの場合は、この手順を省略できます。

右記の URLから申請フォームにアクセスし、
今すぐ始めましょうをクリックして登録を開始

フォームの必須項目をすべて入力

一番下の確認事項をチェックし、申請するをクリック
figma.com/chromebooks

申請フォーム1.

figma.com/ja

Figma にアクセス1.

figma.com/education/apply

教育ステータス確認7.

3.
2.

1.

Tips

言語が英語表示になっている場合、 P.7 に記載の方法で
日本語に切り替えてください。

Figma の設定Step2

Figma アプリのインストール

　下記の手順で、 Google管理コンソールから Figmaの設定を行ってください。

Google管理コンソール（右記の URL）に特権管理者アカウントでログイン

管理コンソールから、デバイス ＞ Chrome の順にクリック

アプリと拡張機能 ＞ ユーザーとブラウザをクリック

アプリを付与する組織部門を選択
❶ドメイン内の全員に設定を適用する場合：一番上の組織部門を選択
❷一部の組織に適用する場合：子組織部門を選択

右下の黄色い追加ボタンをクリック

ポップアップ表示される 4つの丸の一番上にある地球儀のアイコンを選択し、 
URL で追加の URL入力欄に「https://www.figma.com/ja/」を追加し保存

「Figma」アプリのインストール ポリシーで、
自動インストールして ChromeOS タスクバーに固定する を選択

右上の保存をクリック

admin.google.com 

ログイン1.

3.
2.
1.

8.

4.

5.

7.

6.

Figma ライセンスの取得 Figma ライセンスの展開

Google 管理コンソールにログインし、
デバイス＞ Chrome ＞ アプリの拡張機能＞
アプリのライセンス ページで
「 Figma 」アプリを選択

ドメインまたはアクセスを許可したい組織
部門ごとに、アプリのライセンスをオンに変更

右上の保存をクリック3.

2.

1.Step 1の後、Figma 社の担当者より
別途ご案内するライセンス取得用 URL を
クリック

表示されているアプリとライセンスの数量が、
申込時の申請内容と一致していることを
確認し、取得をクリック

2.

1.

Tips

アプリのライセンスをはじめてオン（有効）に
すると、アプリの API アクセスを承認するよう
求められます。確認のうえ、チェック欄にチェッ
クを入れて承諾
をクリックして
ください。

Tips
これらの操作を行うことで、
Chromebook のランチャー
から Figma アプリを選択
できるようになります。
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Google 管理コンソールから、セキュリティ  ＞ アクセスとデータ管理  ＞ API の制御  ＞
サードパーティ製アプリのアクセスを管理 と遷移します

「アプリのアクセス制御」ページのアプリを追加 ＞
 OAuth アプリ名またはクライアント IDより Figma アプリを検索します

「Figma」アプリを選択しアクセス権限を変更をクリック

範囲（すべて、または指定の組織部門）を決定

次に信頼設定を行います
Google データへのアクセス設定画面で、信頼できるを選び次へをクリック

Figma アプリのアクセスと信頼設定

3.
4.
5.

6.
7.

2.

1.

Figma 組織へのアクセスのテストStep3

Tips

完了報告後、組織のアカウントが作成され、ご自身のアカウント、または指定された別のアカウントが
管理者としてアップグレードされると、通知が届きます。
通知が届いたら、次ページの Step３「Figma 組織へのアクセスのテスト」を実施してください。

figma.com/ja

Figma にアクセス1.

Tips

組織名と管理者設定タブが表示されない場合
は、外部チームが表示されている可能性があり
ます。
ファイルブラウザから、「外部チーム」の隣にある
ドロップダウンを選択し、地区名または学校名
を選択してください。

Figma 管理者アカウントの確認

右記 URLから Figma にアクセス

ログインを選択し、Google で続行をクリックし、
組織の管理者メールアドレスでログイン

左のツールバーで「学校名または地区名」「管理者」の項目を確認し、
組織のアカウントであることを確認

1.
2.

3.

Figma の設定　つづきStep2

確認画面でアクセス設定を確認しアクセス権限変更ボタンを押す

ここまでの設定が完了したら FigJam 担当者までメールで完了報告を行う

https://goo.gle/training_fig_figjam

FigJam 研修
Chromebook 採用自治体
の教育委員会ご担当者
様、教職員様向けの操作
研修を実施しています。

https://help.figma.com/hc/ja

FigJam のヘルプページ
FigJam の最新情報とヘル
プページをご確認いただけ
ます。また、FigJam ボード
右下の　からもお問い合わ
せいただくことが可能です。

※本冊子では、2024 年 4 月時点の情報をもとに、 FigJam の機能や学習における利用について紹介しています。
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